
東
京
社
保
協
は
、

毎
都
議
会
開
会
日
の

午
前
中
に
都
知
事
・

都
議
会
各
会
派
に
対

し
て
、
要
請
行
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
19
日
開
会
の

第
３
回
定
例
都
議
会

に
向
け
て
は
、
事
務

局
と
加
盟
団
体
か
ら

８
人
が
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。
都
内
全

体
で
の
放
射
線
量
測

定
と
結
果
の
公
開
、

都
防
災
計
画
で
の
都

の
役
割
と
責
任
の
明

確
化
、
耐
震
診
断
・

改
修
工
事
助
成
制
度

の

拡

充

、

国

保

料

（
税
）
、
後
期
医
療

保

険

料

の

引

き

下
げ
に
向
け
た
財
政
支
援
強

化
、
資
格
証
明
書
・
短
期
保

険
証
発
行
と
差
押
え
の
中
止
、

気
管
支
ぜ
ん
息
医
療
費
助
成

制
度
の
継
続
な
ど
16
項
目
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
各
会
派
要
請
で
は
、

８
月
26
日
実
施
の
「
国
保
・

医
療
な
ん
で
も
電
話
相
談
」

で
明
ら
か
に
な
っ
た
実
態
を

紹
介
し
な
が
ら
懇
談
会
の
申

入
れ
も
行
い
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
、
東
京
地
評
、

都
民
要
求
実
現
全
都
連
絡
会

の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
昼
休

み
集
会
」
を
都
庁
前
で
開
催
。

決
意
表
明
は
、
社
保
協
加

盟
の
公
害
患
者
と
家
族
の
会
・

石
川
副
会
長
が
「
都
の
医
療

費
助
成
は
患
者
の
不
安
や
症

状
改
善
に
効
果
が
あ
る
。
制

度
を
打
ち
切
ら
な
い
で
」
と

訴
え
、
ま
た
都
生
連
・
深
沢

常
任
理
事
は
「
都
営
住
宅
の

新
規
建
設
と
入
居
基
準
の
改

善
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
・
萩
原
理
事
長
、
革
新
都

政
を
つ
く
る
会
・
中
山
事
務

局
長
が
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
４
０
０
人

の
参
加
者
全
員
で
都
知
事
室

に
向
け
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

2012年10月1日号 東京社保協ニュース ＮＯ．２３０

1

年
金
者
組
合
、
老
後
保
障

推
進
協
会
な
ど
５
団
体
が
呼

び
か
け
て
、
９
月
７
日
に

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

に
対
す
る
集
団
不
服
審
査
請

求
」
を
行
い
ま
し
た
。

都
庁
前
で
の
事
前
集
会
に

は
約
１
０
０
人
が
結
集
し
、

年
金
者
組
合
都
本
部
金
子
民

夫
委
員
長
が
「
民
主
党
政
権

が
公
約
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
廃
止
は
ど
う
な
り

ま
し
た

か
？
自

民
・
公

明
と
組

ん
で
、

棚
上
げ

し
た
ば

か

り

か

、

保

険

料

の

大

幅

引

き

上

げ

を

強

行
し
た
。
今
回
の
不
服
申
請

は
廃
止
を
求
め
る
国
民
の
声

を
届
け
る
運
動
の
一
環
で

す
」
と
運
動
の
意
義
を
訴
え

ま
し
た
。
東
京
社
保
協
か
ら

は
寺
川
慎
二
事
務
局
次
長
が

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
２
７
７
人

分
の
不
服
審
査
請
求
を
行
い

ま
し
た
。
同
時
進
行
で
記
者

会
見
も
行
い
ま
し
た
。
東
京

新
聞
を
見
た
都
民
か
ら
「
新

聞
を
見
て
、
不
服
審
査
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

知
っ
た
。
自
分
も
怒
っ
て
い

る
。
請
求
す
る
た
め
区
役
所

に
来
て
い
る
」
と
の
電
話
も

あ
り
ま
し
た
。



「

オ

ス

プ

レ

イ

配

備

に

反

対

す

る

沖

縄
県
民
大
会
」

（

実

行

委

主

催

）

が

9

月

9
日
、
沖
縄
・

宜

野

湾

市

海

浜

公

園

で

開

催

さ

れ

、

復

帰

後

最

多

の

約

10

万

1

千

人
が
参
加
し
、

歴

史

的

な

大

会

と

な

り

ま

し
た
。
八
重
山
・
石
垣
市
と

宮
古
島
市
で
も
大
会
が
開
催

さ
れ
、
両
会
場
に
は
計
約
2

千
人
が
参
加
、
合
わ
せ
て
10

万
3
千
人
の
県
民
の
「
反
対
」

の
意
思
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
米
軍
基
地
は
、
ア

メ
リ
カ
が
戦
争
で
勝
ち
取
っ

た
戦
利
品
で
あ
り
、
〝
老
朽

化
し
現
在
は
使
っ
て
い
な
く

て
も
代
替
が
な
け
れ
ば
返
還

は
な
い
〟
〝
基
地
面
積
は
嘉

手
納
町
の
84
％
、
北
谷
町
の

60
％
〟
で
す
。
ま
た
、
嘉
手

納
基
地
は
２
４
０
億
円
も
の

年
間
維
持

費
を
日
本

が
負
担
す

る
以
外
に
、

電
気
、
水

道
代
な
ど

40
億
円
を

思
い
や
り

予
算
で
支

出
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ

う
な
中
、

オ
ス
プ
レ

イ
が
配
備

さ
れ
れ
ば
、

さ
ら
に
命
の
危
険
が
増
大
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県
民

大
会
は
、
県
内
全
41
市
町
村

で
反
対
決
議
を
し
た
議
会
を

代
表
し
て
の
議
長
会
会
長
の

開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
県
議

会
議
長
、
県
内
全
41
市
町
村

の
市
町
村
長
会
会
長
、
商
工

会
連
合
会
会
長
、
婦
人
連
合

会
会
長
、
宜
野
湾
市
長
、
沖

縄
国
際
大
学
学
生
な
ど
か
ら

配
備
反
対
の
訴
え
が
あ
り
、

Ｊ
Ａ
中
央
会
会
長
が
大
会
決

議
、
閉
会
の
挨
拶
は
弁
護
士

会
会
長
で
し
た
。

今
後
の
配
備
反
対
運
動
の

出
発
点
に
す
る
と
い
う
決
意

が
示
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
県
下
各
地
域
で

の
集
会
や
、
毎
週
曜
日
を
決

め
て
普
天
間
基
地
ゲ
ー
ト
前

８
月
24
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

の
学
習
集
会
を
開
催
し
、
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

野
田
内
閣
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

に
参
加
し
て
い
く
姿
勢
で
す

が
、
農
業
を
は
じ
め
国
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。

食
の
安
全
・
農
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て
農
民
運
動
全
国

連
絡
会
、
医
療
・
介
護
へ
の

影
響
に
つ
い
て
目
黒
医
療
生

協
、
建
設
業
界
の
立
場
か
ら

土
建
目

黒
支
部
、

労
働
者

の
立
場

か
ら
目

黒
区
職

労
の
代

表
が
そ

れ
ぞ
れ

報
告
し

ま
し
た
。

目
黒

医
療
生

協
の
中

山

専

務

理

事

は

Ｔ

Ｐ

Ｐ

参

加

に

よ
っ
て
、
①
ア
メ
リ
カ
の
製

薬
業
者
の
要
求
に
よ
り
薬
価

が
高
く
な
る
、
②
保
険
が
効

か
な
い
自
由
診
療
が
拡
大
し
、

医
療
費
が
高
騰
す
る
、
③
営

利
目
的
の
株
式
会
社
が
病
院

経
営
に
参
入
し
、
い
の
ち
と

健
康
が
「
カ
ネ
し
だ
い
」
に

な
り
最
終
的
に
は
国
民
皆
保

険
制
度
が
崩
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
と
指
摘
し

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
日
本
の

農
業
の
破
壊
は
明
ら
か
で
、

安
全
性
に
不
安
な
ア
メ
リ
カ

の
食
物
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て

く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
外

国
人
労
働
者
の
流
入
は
雇
用

と
労
働
条
件
・
賃
金
を
悪
化

さ
せ
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

は
日
本
医
師
会
・
農
協
を
は

じ
め
と
し
て
広
範
な
国
民
が

反
対
し
て
い
ま
す
。
国
民
み

ん
な
の
問
題
と
し
て
考
え
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
（
目
黒
社
保

協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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で
の
抗
議
行
動
な
ど
が
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
（
副
会

長
・
松
本
秀
典
）



中

野

社

保

協
は
、
介
護

保
険
の
生
活

援
助
の
時
間

短
縮
、
生
活

保
護
、
国
保

料
な
ど
の
問

題
で
9
月
7

日
、
中
野
区
と
の
対
話
集
会

（
交
渉
）
を
38
人
の
参
加
で

開
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
生
活
援
助
の

時
間
短
縮
で
、
調
理
時
間
が

な
く
な
り
配
食
弁
当
に
変
わ
っ

た
、
リ
ウ
マ
チ
利
用
者
は
食

事
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

時
間
内
で
配
膳
片
付
け
・
ト

イ
レ
介
助
ま
で
で
き
な
く
な
っ

た
、
ヘ
ル
パ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

残
業
が
発
生
し
た
り
、
減
収

と
な
っ
た
な
ど
の
事
例
を
伝

え
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
確

保
で
き
る
よ
う
区
と
し
て
の

指
導
を
強
め
た
り
、
制
度
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

生
活
保
護
で
は
「
扶
養
義

務
者
に
よ
る
扶
養
は
保
護
の

要
件
で
は
な
い
」
こ
と
を
確

認
さ
せ
ま
し
た
。

国
保
料
滞
納
世
帯
が
2
万

2
千
世
帯
に
の
ぼ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
減
免
適
用
が
２

０
１
１
年
度
8
件
と
少
な
い

問
題
を
取
り
上
げ
、
加
入
世

帯
に
配
布
す
る
「
国
保
ガ
イ

ド
」
で
減
免
制
度
を
紹
介
す

る
内
容
の
改
善
を
約
束
さ
せ

ま
し
た
。
国
保
料
計
算
方
式

の
変
更
に
伴
う
低
所
得
層
で

の
激
変
緩
和
措
置
（
経
過
措

置
）
の
継
続
も
強
く
求
め
ま

し
た
。

中
野
社
保
協
は
、
秋
の
区

議
会
に
「
国
保
料
の
経
過
措

置
の
継
続
を
」
「
国
保
料
等

の
減
免
制
度
を
知
ら
せ
る
独

自
の
広
報
物
を
」
の
2
本
の

陳
情
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
長
・
塚
本
晴
彦
）

震
災
以
降
、
原
発
の
影
響

で
、
保
育
園
で
は
退
園
児
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。

２
つ
あ
る
法
人
内
の
保
育

園
の
う
ち
一
つ
は
、
福
島
市

内
で
も
線
量
の
高
い
地
域
に

あ
り
、
今
年
度
は
ず
っ
と
定

員
割
れ
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

い
ま
、
福
島
に
残
っ
て
い

る
親
子
も
職
員
も
、
１
日
も

放
射
能
の
存
在
を
忘
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
そ

の
こ
と
を
気
に
し
な
が
ら
の

生
活
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス
は

た
ま
る
一
方
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
由
に

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
大
好
き
な
虫
探
し
も
、

砂
あ
そ
び
も
で
き
ず
、
「
こ

れ
さ
わ
っ
て
も
い
い
？
」
と

全
て
を
大
人
に
確
か
め
「
ほ
ー

し
ゃ
の
う
だ
か
ら
だ
め
な
の
？
」

と
言
い
ま
す
。

放
射
能
測
定
器
は
園
が
独

自
で
設
置
し
ま
し
た
。
飼
育

す
る
ザ
リ
ガ
ニ
も
、
プ
ラ
ン

タ
ー
に
県
外
産
の
土
を
入
れ

て
育
て
た
野
菜
も
線
量
を
計

測
し
な
い
と
飼
う
こ
と
も
食

べ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

保
育
は
、
保
護
者
に
こ
の

活
動
を
し
て
も
良
い
か
（
放

射
能
の
こ
と
を
）
確
認
を
と

ら
な
い
と
す
す
め
ら
れ
な
い

し
、
親
の
意
向
に
よ
っ
て
は

「
プ
ー
ル
に
入
れ
る
子
ど
も
」

と
「
放
射
能
が
心
配
だ
か
ら

プ
ー
ル
に
入
れ
な
い
子
ど
も
」

と
い
う
よ
う
に
意
見
が
わ
か

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対

応
を
す
る
だ
け
で
も
神
経
を

す
り
減
ら
し
て
い
ま
す
。

給
食
で
は
、
大
事
に
し
て

き
た
「
地
産
地
消
」
が
で
き

ず
、
県
外
の
で
き
る
だ
け
遠

い
と
こ
ろ
か
ら
食
材
を
取
り

寄
せ
る
の
で
、
野
菜
が
し
な

び
て
い
て
、
お
ひ
た
し
を
作

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

職
員
は
、
家
に
帰
れ
ば
、

わ
が
子
を
放
射
能
か
ら
守
る

た
め
に
気
を
使
い
ま
す
。
お

金
も
か
か
り
ま
す
。
早
く
除

染
が
す
す
ん
で
、
放
射
能
を

気
に
し
な
く
て
も
良
い
生
活

が
戻
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
文
責
・
福
祉
保
育
労
東
京

地
本
・
國
米
秀
明
）
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昨
年
11

月
に
提

出
し
た
「
世
界
で

有
数
な
地
震
大
国

日
本
で
の
原
発
を

廃
止
し
持
続
可
能

な
平
和
な
社
会
を

め

ざ

す

エ

ネ

ル

ギ
ー
政
策
に
転
換

を
求
め
る
」
陳
情

は
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
８
月
21

日

の
区
議
会
「
区

民
環
境
委
員
会
」
で
全
会
派
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
自
民
、
公
明
が

「
継
続
」
を
主
張
し
ま
し
た

が
、
可
否
同
数
の
た
め
委
員
長

判
断
で
継
続
が
否
決
さ
れ
、
最

終
的
に
自
民
、
公
明
も
賛
成
し

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で

採
択
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
今

後
の
取
り
組
み
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
（
会
長
・
西
川
勉
）



「

社

会

保

障

と

税

の

一

体

改

革

」

の

論

議

の

な

か

で

、

民

主

党

の

前

原

政

調

会

長

が

衆

議

院

予

算

委

員

会

で

「

社

会

保

障

と

い

う

と

切

り

に

く

い

イ

メ

ー

ジ

だ
が
『
無
駄
の
宝
庫
』
」
と

発
言
。
ま
た
、
小
宮
山
厚
労

相
は
自
民
党
の
質
問
に
答

え
、
扶
養
義
務
の
強
化
、
自

民
党
提
案
の
生
活
保
護
費
10

％
削
減
案
も
「
検
討
す
る
」

と
法
改
正
の
検
討
を
答
弁
し

ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
憲
法

25
条
で
保
障
さ
れ
た
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
」
、
人
と
し

て
生
き
て
行
く
う
え
で
最
低

限
の
生
活
を
保
障
す
る
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で

あ
る
生
活
保
護
を
切
り
崩
す

動
き
が
強
め
ら
れ
て

い
ま

す
。そ

の
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
た
の
が
、
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
の
母
親
の
生
活
保
護

受
給
で
し
た
。
彼
は
、
長
い

下
積
み
生
活
か
ら
脱
却
し
て

売
れ
始
め
て
か
ら
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
相
談
し
て
生
活

支
援
を
し
て
き
て
お
り
、

「
不
正
受
給
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
厚
生
労
働
省

の
調
査
で
も
「
不
正
受
給
」

は
2
％
に
も
満
た
な
い
状
況

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
異
常
な

マ
ス
コ
ミ
の
「
不
正
受
給
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
留
ま
る

と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
冷
静
に

考
え
れ
ば
あ
り
え
な
い
こ
と

ま
で
喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・

オ
ン
ラ
イ
ン
7
月
17

日
号

は
、
足
立
区
の
生
活
保
護
費

を
取
り
上
げ
「
税
収
３
７
４

億
円
に
対
し
て
４
２
０
億
円

の
生
活
保
護
費
が
支
給
さ
れ

て
い
る
」
「
保
護
内
容
の
手

厚
さ
が
原
因
、
都
内
の
最
低

賃
金
並
み
時
給
で
働
く
こ
と

と
比
較
し
て
生
活
保
護
の
方

が
良
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
国

も
地
域
も
活
力
が
衰
え
て
い

く
」
と
支
給
水
準
の
見
直
し

を
要
求
し
て
い
ま
す
。
（
実

際
に
は
保
護
費
の
区
負
担
は

４
分
の
１
の
１
０
５
億
円
）

正
規
労
働
者
を
減
ら
し
、

非
正
規
労
働
者
を
大
量
に
生

み
出
し
労
働
者
の
賃
金
を
下

げ
、
リ

ス
ト
ラ
で
職
を
奪

い
、
年
金
を
切
り
下
げ
、
そ

の
う
え
に
消
費
税
の
増
税
な

ど
な
ど
、
庶
民
の
暮
ら
し
と

命
を
削
る
政
策
を
強
行
す
れ

ば
、
生
活
保
護
受
給
者
が
増

え
る
の
は
理
の
当
然
で
す
。

そ
れ
で
も
生
活
保
護
の
捕
捉

率
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

の
90
％
、
少
な
い
ド
イ
ツ
で

も
65
％
と
な
っ
て
い
る
に
比

べ
て
、
日
本
は
20
％
に
満
た

な
い
低
い
実
態
で
す
。
大
幅

な
予
算
増
を
は
か
る
こ
と
が

今
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。今

こ
そ
、
現
役
の
労
働

者
、
年
金
者
を
始
め
と
す
る

多
く
の
仲
間
と
共
に
力
を
合

わ
せ
て
「
人
権
と
し
て
の
生

活
保
護
制
度
の
確
立
」
へ
共

同
の
た
た
か
い
を
広
げ
る
時

で
す
。
（
都
生
連
常
任
理
事

･

深
澤
安
治
）
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